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副題

■１.安全・安心 □５.公共工事の品質確保・向上 1

■２.環境 ■６.景観 2

□３.情報化 □７.伝統・歴史・文化 6

□４.コスト縮減・生産性の向上 ■８.リサイクル 番号： 8

□1.省人化 □5.耐久性向上 ■9.地球環境への影響抑制 6 12
開発目標 □2.省力化 ■6.安全性向上 ■10.省資源・省エネルギー 8
（選択） □3.経済性向上 □7.作業環境の向上 □11.品質の向上 9

□4.施工精度向上 ■8.周辺環境への影響抑制 ■12.リサイクル性向上 番号： 10

従来技術名：

1.経済性 □1.向上（％）□2.同程度　■3.低下（-584.9％）　 番号： 3
2.工程 □1.短縮（　％）　■2.同程度　□3.増加（　％）　 番号： 2
3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
4.安全性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
6.環境 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1
7.その他 ■1.景観性が向上（嵩上げ前と同等の景観を維持） 番号： 1

開発体制 番号：

開発会社 景観技術株式会社販売会社
住化アクリル販売株式会社

協会名 SEAWALL推進協議会
会社名： 住所：〒651-0087 神戸市中央区御幸通

技術 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

会社名： 住所：〒103-0016 東京都中央区日本橋

営業 担当部署： TEL：

FAX：

担当者名： mail:

（概要）

□1.単独 ■2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学)

CBK-100001-A 事後評価未実施技術

活用の効果

コンクリート製防潮壁

中部地方整備局 平成22年8月9日

2

-584.90%

1-2-1.河川／河川海岸

評価（事前・事後）

分類

キーワード

国土交通省へ
の登録状況

申請地方整備局名 登録年月日 登録番号

区分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

名称 景観配慮型防潮壁「シーウォール」
収受受付年月日 令和3年11月24日

番号：
4

登録No. 1744

平成27年5月1日

□1.工法　□2.機械　□3.材料　■4.製品　□5.その他

変更受付年月日

透明なアクリルパネルを用いた防潮壁 開発年

問合せ先

景観技術株式会社 8丁目1-6 神戸国際会館18階

078-222-4106

板垣　雄大

078-200-4148

03-6837-9090

fumito-watanabe@ya.sumitomo

info@seawall.cc

防潮壁として、海沿いの地域を津波・高潮・洪水から守ることを目的としています。
主要部材に透明なアクリルパネルを使用しておりますので、景観性を低下させることな
く防潮壁本来の性能を発揮することが出来ます。
・仕組、原理
アクリル板を拘束部材を伴った金枠で拘束し、枠一体構造となった本製品を切り欠いた
コンクリート壁に据え付けます。
アクリル板は温度伸縮する材料なので、完全に固定してしまうと内部応力が発生しま
す。その課題を解決するため、枠内部で温度伸縮を吸収できる構造としました。
・材料、施工方法
超親水特殊加工アクリル板を始めとして、金枠はステンレス製、CRゴムによって水密性
を確保しています。
本製品は堤体側に据え付けるだけ良いため、施工難易度も容易で熟練工も必要としませ
ん。

小網町1番8号 茅場町髙木ビル3F

新規事業本部・ルート営業本部 03-6837-9093

渡辺　文人

住化アクリル販売株式会社



景観配慮型防潮壁「シーウォール」 登録No. 1744

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等）

その他（カタログなど）

積算資料等
C
B

施工管理基準資料等

掲載刊行物
建設物価（　有　・　無　）　掲載品目（　　　　　　　　　　　　　）

土木工事標準積算基準

【添付資料06】【ご参考】シーウォール取付の際に確認して頂く項目

A-2

①コンクリート製擁壁の下準備
あらかじめシーウォールを設置する場所に壁欠込を作成しておきます。

②シーウォールの設置

③壁欠込内に無収縮モルタルを充填し、シーウォール本体を固定します。

□1(1).歩掛りあり（標準）　■1(2).歩掛りあり（暫定）　□2.歩掛りなし

【分類】　　【金額（円）】
材料　　　　… 2,249,800
労務費　　　… 193,360
胸壁工　　　… 228,843
揚重車両　　… 20,500
雑工　　　　… 50,600
計）直工費　… 2,743,103
※10mあたり2基シーウォールを導入した場合の直接工事費。
詳細な内訳は「【添付資料15】経済性比較.pdf」にて掲載。

積算資料（　有　・　無　）  掲載品目（　　　　　　 　　　　     ）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

新技術概要説明資料（２／５）
新技術名称

（短　所）
・コンクリート製の擁壁と比較する場合は概算直接工事費が約7倍となりますが、
堤の向こう側が見えないという点で性能が異なります。

（長　所）
・景観を保持できるだけでなく、視認性の向上によって危険察知が可能なため安全です。
・切り欠いたコンクリート壁に据え付けるだけでよいため、施工が容易で熟練工を必要とし
ません。
・親水加工を施したアクリルを利用しているため、メンテナンスフリーです。
・シンプルな枠構造であり、保守点検、交換も容易となっています。
・ほぼリサイクルが可能な材料によって構成されているので、環境に優しいです。
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（適用条件）

（設計上の留意点）

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）
実験資料等 CBK-100001-A

その他

特　許 番号 1
特許番号 左記のとおり

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し 番号

新案番号

建設技術評価制度番号 民間開発建設技術の審査証明番号

証明年月日 証明年月日

評価・証明
制度等の名称 証明機関

制度等の名称 制度等の名称

その他の 港湾関連民間技術の確認審査・評価

制度等に
よる証明

一般財団法人沿岸技術研究センター

注意点
・製品の設置位置（レベル・下げ振り・チリなど）
・アクリルパネル表面、枠への傷

（適用できる条件）
適用条件
　現場条件
　　・製品の搬入スペースと据え付け時の安全を確保する必要があります
　自然条件
　　・吊り込み等に障害のない天候及び気温である必要があります
適用範囲
　・アクリルパネル1枚での最大開口：H3000mm×W8000mm
　・　　　　〃　　　　の有効厚：T30mm～
特に効果の高い適用範囲
　・コンクリート製防潮壁の天端を高く設定しなくてはいけない場所
　・観光地や住宅地等で特に景観を重視しなくてはいけない地域

必要とする項目
・アクリルパネル部の範囲
・防潮の範囲及び防潮高さ
・設計推水深・波圧等の設置地域での強度基準

（適用できない条件）
・上記適用可能範囲を超えるもの

新技術概要説明資料（３／５）
新技術名称 景観配慮型防潮壁「シーウォール」

A-3

評価の範囲は、依頼者より提出された開発の趣旨、開発目標に対して、施工実績の結果により確
認できる範囲とする。詳細は港湾関連民間技術の確認審査・評価報告書（第14003豪）に示す。

証明機関

証明年月日

制度名、番号

証明範囲

平成27年5月

特になし

・強度試験　・水密性試験　・熱膨張試験　・載荷試験　・耐衝撃性試験

・港湾関連民間技術の確認審査・評価
・耐衝撃性試験要領、耐衝撃性試験詳細
・載荷試験要領、載荷試験詳細

■1.有り（番号:4134242,5254944,6114103,6778663）
□2.出願中　□3.出願予定　□4:無し
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実績件数 公共機関： 12 民間：

発　注　者 施工時期
静岡県焼津漁港管理事
務所

令和2年3月

九州地方整備局 平成26年3月

兵庫県尼崎港管理事務
所

令和3年3月

宮城県気仙沼地方振興
事務所

令和2年12月

宮城県気仙沼地方振興
事務所

令和1年7月

岡山県美作県民局 令和1年6月

兵庫県淡路県民局 平成30年6月

神戸市みなと総局 平成30年3月

広島県東部建設事務所 平成29年6月

岩手県沿岸広域振興局 平成28年3月

施
工
実
績

新技術概要説明資料（４／５）
新技術名称 景観配慮型防潮壁「シーウォール」

工　事　名

釜石港須賀地区災害復旧（23災121
号ほか）工事

広島県福山港田尻地区海岸防潮堤
工事に係る透明窓設置工事

兵庫運河地区（御崎本町）プロム
ナード整備工事（その2）

洲本港沈下対策工事その２

1

CORINS登録No.

気仙沼漁港魚浜町陸閘外災害復旧
工事

河川工事（一級河川宮川）

令和元年度[第31-V2420-01号]焼津
漁港海岸漁港海岸保全施設整備
（高潮）

別府港海岸（北浜地区1）護岸築造
工事（2工区）

尼崎西宮芦屋港海岸南芦屋浜護岸
改修工事

気仙沼漁港魚市場前地区外防潮堤
工事
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C
B

静岡県焼津港
上：三方枠_兵庫県南芦屋浜

下：四方枠_宮城県気仙沼魚市場前

新技術概要説明資料（５／５）
新技術名称 景観配慮型防潮壁「シーウォール」

A-5

アクリル超親水特殊加工（右側が加工有） 従来技術と本技術の外観比較

本体主要部断面図 耐衝撃性試験


